
 
　考察　 

　２回の実験の結果に差が出たため考察は２つある 
【考察１】 
　結果①より、超音波を当てないほうが酪酸菌は増加した 
　　⇒超音波は酪酸菌の増加を抑制する 
【考察２】 
　結果②より、400kHzの超音波を当てて培養すると、最も酪酸菌 
　が増加した 
　　⇒400kHzの超音波は酪酸菌の増加を促進する 
 

【１回目と２回目の実験で結果に差が出た理由】 
１回目：培養後の吸光度が培養前の吸光度よりも小さく　　　　　
なってしまうことがあった 
　⇒原因：吸光度を測定する際に菌が 
　　　　　　沈殿し、正確な数値を測れ 
　　　　　　なかった 
２回目：吸光度を測る前に、一度液 
　　　　　体培地を振り、全体に均一 
　　　　　に菌が広がるようにした 
 

  この操作により、２回目は実験値が安定したと考えられる 
    　 ⇒結果②、考察②のほうがより正確である 
 
 

　方法 
【材料】 
酪酸菌(butyric acid bacteria Colostridium butyricium)、液体培地(GAMブイヨン)、寒天培地(BL培地) 
 
 
 
 
 
 
 
【実験方法】 
１．酪酸菌を液体培地に入れる 
２．培養前の吸光度を測る 
３．アネロパックの中に酪酸菌を入れ、嫌気状態にする 
４．ファンクションジェネレータで超音波を発生させ 
　　14時間酪酸菌に当て続けて培養する 
５．培養後の吸光度を測定する 
６．100倍で希釈し、寒天培地に移植して24時間培養する 
７．コロニーを観察する 
８．同様の実験を超音波の周波数を200kHzごとに変えて 
　　0Hz〜1MHzの範囲で行う 

　結果 
 
【結果１】 
超音波を当てないほうが吸光 
度の差は大きくなった 
1MHzの超音波を当てたとき 
は吸光度にほとんど差が見ら 
れなかった 
 
 
 
 
【結果２】 
400kHzの超音波を当てたと 
きに最も吸光度の差が大き 
くなった 
 
 
 
 
 

超音波照射による酪酸菌の増減 
福井県立武生高等学校　　山形伊穂吏　岩原櫻　内藤結月　宮本明日香 

問い
超音波の周波数の変化によって酪酸菌はどのように増減するのか

　はじめに 
昨年度の先輩の研究「超音波照射による大 腸
菌の増減」を参考にした。医療に貢献で きる実
験をしたいと考えていた私達は、酪酸菌ががん
細胞の増殖の抑制に直接作用する効果がある
と知り、この実験を行うことにした。 

仮説
超音波の周波数を大きくするにつれ酪酸菌は増加する

増幅器 ファンクション
ジェネレータ
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結論
超音波はがんの

治療に効果的

ではない

適切な周波数の
超音波であれば

活用できる
可能性がある

課題
・400kHz付近の周波数で実験する
・コロニーが酪酸菌である確証が
　得られていない
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【酪酸菌に超音波を当てる方法】 
ファンクションジェネレータ、増幅器、恒温器を 
つないだ装置を作り、超音波を当てる 
　⇒酪酸菌が生きることのできる37度を保ちながら 
　　超音波を当て続けることができる

　【吸光度について】 
　吸光度＝吸収される光の量 
 
 
 
 
 
 

酪酸菌
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